
基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組状況
当初予算額

（千円）
決算額
（千円）

（１）安心・安全でいきいきとした暮らしづくり 135,725 123,814

1 避難行動要支援者対策事業
総務部
危機管
理課

　災害発生時における避難行動において、特に支援を要する
「避難行動要支援者」の抽出・調査、名簿の作成、地域支援
者の登録・管理（個別支援計画の策定）を行います。併せて、
これらを総合的に管理するシステムの構築を行います。

A

　避難行動要支援者に対して名簿情報の開示
に係る意向調査を行うとともに、名簿情報等を
登録するためのシステムの賃貸借を開始しまし
た。

5,632 3,478

　今後はシステムの維持管
理に係る経費のみとなるこ
とから、基本計画事業から
削除する。

2 消防本部庁舎建設整備事業
消防本
部消防
総務課

　近年、大規模災害等の発生が懸念される中、昭和４７年建
設の消防本部庁舎を、防災拠点として老朽化や狭隘化を含
め防災機能の充実を図るため「新消防本部庁舎」を整備しま
す。

Ａ
　整備に向けた実施設計業務委託、地質調査
業務委託、測量業務委託を実施しました。

80,149 77,350
　平成29・30年度に「消防本部庁舎建設工事」を実施いた
します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

3
小型動力ポンプ付積載車購
入事業

消防本
部警防
課

　消防団の充実強化を図るため、消防ポンプ自動車を救助
資器材搭載の小型動力ポンプ付積載車に更新整備します。

A
　小型動力ポンプ付積載車3台の消防団車両を
更新整備しました。

25,500 25,142
　継続的に小型動力ポンプ付積載車を更新整備していく予
定です。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

4 市道１２２号線歩道改良事業
都市整
備部土
木課

　歩行者の安全を確保するとともに、排水機能の向上と周辺
地域の良好な環境の確保を図るため、歩道内（清見台の頂
上の交差点を東西に走る道路）に設置されている開渠の排
水路を有蓋に敷設替えします。

A 　歩道改良工事（Ｌ＝110.0ｍ）を行いました。 10,000 11,403
　平成29年度も歩道改良工事（L=78.0m)に着手しており、
引き続き計画的に整備を進めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

5 バスターミナル管理事業

都市整
備部市
街地整
備課

　バス利用者の利便性の向上を図るため、平成28年6月11日
に供用開始した「木更津金田バスターミナル」の適切な管理
を行います。

A
　木更津金田バスターミナルの適正な維持管理
を行いました。

14,444 6,441
　今後は管理運営に係る経
費のみとなることから、基本
計画事業から削除する。

（２）子どもを育む環境づくり 855,818 349,867

6
民間保育園等施設整備費補
助金

福祉部
子育て
支援課

　平成28年度は真舟地区での認定子ども園創設への補助、
平成29年度は中郷地区での保育園創設への補助、平成30
年度は木更津社会館保育園増築への補助を実施すること
で、本市における待機児童解消を加速化するものです。

A

　社会福祉法人天祐会が行う認定こども園建設
に対する補助を実施しました。
　これに伴い、待機児童数が減少に転じまし
た。

139,197 143,337

　待機児童解消を加速化させるため、今後も保育所等の
整備を実施していく方針です。
　平成29年度は、社会福祉法人かずさ萬燈会の保育所創
設に対して、補助を実施します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

7
放課後児童クラブ整備費補助
金

福祉部
子育て
支援課

　放課後児童クラブの整備の促進を図るため、社会福祉法人
が行う施設整備に対し、補助を行います。

Ａ

　社会福祉法人天祐会による放課後児童クラブ
建設に対する補助を実施しました。
　これにより、真舟地区の放課後児童クラブの
需要により対応することができるようになりまし
た。

16,284 18,332
　学童クラブのニーズが増加傾向にあるため、今後も学童
クラブの開設を促進する方針です。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

8 特定不妊治療費給付事業
市民部
健康推
進課

　医療保険対象外であり高額な治療費がかかる不妊治療に
対し、経済的負担の軽減を図るため、治療費に係る費用の
一部を助成します。

Ａ
　千葉県特定不妊治療費助成事業で指定する
医療機関で行った不妊治療について、一部助
成しました。

17,000 5,814

　千葉県の助成を受ける本市在住者が増加しているなか、
本市の助成制度が開始されたことにより、不妊治療を開始
しようとする方が増えることが予想されます。今後も安心し
て治療を受けられる体制を継続し、周知を図っています。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

9
祇園小学校屋内運動場及び
プール改築工事

教育部
施設課

　学校施設の安全を確保し小学校の教育環境の充実を図る
ため、耐震強度が不足している祇園小学校屋内運動場につ
いて改築工事を実施します。
　また、既存屋内運動場を解体した後、擁壁の改修工事を実
施します。擁壁完成後にプールを解体しその後にプール建設
工事を実施します。

B

　プール建設工事設計業務委託、既存屋内運
動場解体工事、擁壁改修工事を実施しました。
　平成28年度中に実施予定であったプール解
体工事について、当初交付金対象事業に採択
されず11月の国の補正予算で採択されたた
め、平成29年度の実施へ変更しました。

188,700 141,653 　平成29年度にプール解体工事を実施する予定です。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

進行管理結果№ 事業名 所属 事業概要

平成28年度

今後の方向性

1 ＊進捗度：Ａ概ね計画どおりに実施　　B計画を変更　　C事業の中止・休止　
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10 中郷小学校建設事業
教育部
施設課

　中郷小学校の教育環境の改善を図るため、校舎・屋内運動
場の建て替え工事を実施します。

B

　屋内運動場建設工事（二期）、建設工事設計
を実施しました。
　校舎解体工事（一期）を契約しました。
　平成28・29年度中に中郷小学校校舎・屋内運
動場を建設する予定でしたが、平成28年度工
事が当初交付金対象事業に採択されず、11月
の国の補正予算で採択されたため、事業計画
を見直しＨ28年度からＨ30年度までの継続事業
に変更しました。

493,137 40,731
　継続実施中であった校舎解体工事（一期）が完了し、今
後、校舎･屋内運動場建設工事（二期）、建設工事監理業
務委託を実施します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

11
学校給食を活用した地域活性
化事業

教育部
学校給
食課

　地元農家のオーガニック野菜等を学校給食の食材として購
入し、地元経済を活性化するとともに、その残渣を生ごみ処
理機により肥料とし、生産者に還元することにより、食物の循
環を通じた児童生徒への食育を推進します。

Ａ

　環境省からの全額補助により、鎌足小・中学
校で地元産オーガニック野菜等を給食食材とし
て購入しました。また平成28年度から学校給食
で発生する残渣を生ごみ処理機により肥料化
し、循環を通した食育を実施しました。

1,500
※
市の予算と
しては無し

　鎌足小・中学校での事業を継続するとともに、新規地区
に事業を拡大します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

（３）まちを支える人づくり 49,262 44,942

12 社会教育施設耐震対策事業
教育部
施設課

　社会教育施設の耐震性を確認するため、旧耐震基準で建
設された施設（岩根公民館・鎌足公民館・中郷公民館・文京
公民館・八幡台公民館・図書館）について耐震診断を実施し
ます。
　また、耐震診断の結果を受けて、耐震強度の不足している
施設について耐震補強工事及び工事監理業務の実施を検
討します。
　なお、耐震補強工事とあわせて大規模な改修工事の実施
も検討します。

Ａ
　社会教育施設（岩根・鎌足・中郷・文京・八幡
台公民館、図書館）の耐震診断業務委託を実
施しました。

23,018 20,844
　耐震診断の結果を受けて、平成29年度は、八幡台公民
館耐震補強等設計を実施いたします。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

13 全国大会等出場奨励金事業
市民部
スポーツ
振興課

　スポーツの振興を図るため、平成27年度に全国大会等出
場奨励金事業の制度設計等を行い、平成28年度からスポー
ツの全国大会や国際大会に出場する市民等に対して奨励金
を交付します。

Ａ
　交付要綱に基づき奨励金133件について交付
しました。 2,000 2,120

　スポーツ振興のため引き続き予算の範囲内で奨励金を
交付します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

14 ちばアクアラインマラソン事業
市民部
スポーツ
振興課

　県とともに「ちばアクアラインマラソン2016大会」を開催し、
スポーツの振興と市の魅力発信を図ります。

Ａ

　「ちばアクアラインマラソン木更津市実行委員
会」に対し交付金、「ちばアクアラインマラソン実
行委員会」に対し運営協力金を支出し、大会に
必要な事業及びおもてなし事業を行いました。

17,000 17,000

　次回大会に向け、県との連携を深め、2020東京オリン
ピック・パラリンピックを見据えた、より多くのプロモーション
活動等行い、参加者の増加、大会のクオリティー向上を目
指していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

15 体育施設耐震対策事業
市民部
スポーツ
振興課

　建築物の耐震改修の促進に関する法律及び木更津市耐震
改修促進計画に基づき、公共施設の耐震化を図るため、体
育施設の耐震診断を実施し、耐震改修の必要性を分析・判
定します。

Ａ 　体育施設（市営野球場）の耐震診断を実施し
ました。

3,200 2,754
　耐震診断の結果を踏まえ、体育施設の整備を検討しま
す。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

16
江川総合運動場拡張整備事
業

市民部
スポーツ
振興課

　江川総合運動場の拡充のため、国が行う「木更津飛行場周
辺に所在する周辺財産の利活用」による公園的施設整備に
あわせ運動場機能を付与します。

Ａ
　拡張事業費用対効果分析業務委託を実施し
ました。

4,044 2,224
　国の行う公園的施設整備事業の進捗状況に合せ、引き
続き運動場機能を付与するため、実施設計業務を実施し、
各競技施設・付帯施設の建設工事を実施します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

2 ＊進捗度：Ａ概ね計画どおりに実施　　B計画を変更　　C事業の中止・休止　
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（４）まちのにぎわい・活力づくり 561,657 114,660

17 二枚貝増産体制促進事業
経済部
農林水
産課

　本市の伝統的な水産業である貝類生産を将来にわたり振
興していくため、漁業協同組合が行うアサリやハマグリ等の
資源増進・安定供給に向けた取り組みに対し、県と連携し計
画的に補助を実施します。

Ａ
　5漁業協同組合が行うハマグリ稚貝
（48,360kg)の種苗放流に対し、県と連携して補
助を実施しました。

18,050 12,251
　本市の伝統的な水産業である貝類生産を将来にわたり
振興していくため、今後も千葉県と連携し計画的に補助を
実施していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

18
水産多面的機能発揮対策事
業

経済部
農林水
産課

　水産資源の増進、水産物の安定供給を図るため、干潟に
おける漁場環境の向上や生態系の保全に向けたカイヤドリ
ウミグモ駆除等の活動に対し、国・県と連携して支援を行いま
す。

Ａ
　市内各漁協の漁業者グループ（12グループ）
が行う干潟の環境・生態系保全活動事業に対
し、国、県と連携し補助を行いました。

21,420 21,134
　漁業者および漁業協同組合の危機的な経営状況からの
回復、水産資源の増進、水産物の安定供給を図るため、
今後も国、県、市で連携して補助を実施していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

19 海難予防施設設置事業
経済部
農林水
産課

　船舶や組合員の操業安全のために必要な標識灯等の設置
に対し、県と連携し補助を実施します。

Ａ
　市内漁業協同組合の中型標識灯設置（12基）
事業、大型標識灯設置（2基）事業に対し補助を
行いました。

4,070 4,070
　本市の伝統的な水産業である海苔生産等を振興するた
め、今後も千葉県と連携し補助を実施していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

20 のり漁場油濁監視事業
経済部
農林水
産課

　ノリ漁場への油濁による漁業被害を未然に防止するため、
選任された漁業協同組合が船舶を使用してノリ漁場の油濁
汚染等を監視する取り組みに対し、県が補助を実施します。

Ａ
　ノリ漁場の油濁汚染対策として、市内から選
任された漁業協同組合が、船舶を使用してノリ
漁場の油濁汚染等の監視を実施しました。

1,623 1,623 　今後も県と連携し実施していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

21
漁村環境・地域資源活用施設
整備事業

経済部
農林水
産課

　地域特性を踏まえた漁村づくり等を推進するため、漁業協
同組合が行う都市住民との交流促進の拠点となる施設整備
の取り組みに対し、県と連携し補助を実施します。

Ａ
　【平成28年度で事業終了】
　金田漁業協同組合の潮干狩り場の休憩施設
設置事業に対し補助を行いました。

14,300 14,175

22
木更津市産業・創業支援セン
ター管理運営

経済部
産業振
興課

　地元産業の育成・振興等を総合的に支援するため、木更津
市内に創業や出店をめざす個人や新規事業の計画または経
営上の課題を有する様々な企業・団体を対象とした相談業
務・情報提供等を通じて支援する「木更津市産業・創業支援
センター」を管理運営します。

Ａ

　木更津商工会議所に管理運営業務を委託し、
この中で、385件の相談に対応し、9件の創業を
支援するとともに、創業塾や各種セミナーを開
催するなど支援の充実に努めました。

22,514 21,812
　今後は管理運営に係る経
費のみとなることから、基本
計画事業から削除する。

23 映像支援事業
経済部
観光振
興課

　映像制作活動の誘致及び支援を通じ、地域振興及び地域
経済の活性化を図るため、木更津ロケーションサービスを立
ち上げ撮影が円滑に行われる環境を整備します。

Ａ

　撮影データベースを作成し、問合せ時点から
照会可能とし、当市へのニーズの理解を深め、
受入れ体制の充実を図りました。
　また、木更津ロケーションサービスFacebook
ページを作成し、情報発信の充実に努めまし
た。

4,239 4,002

　　観光として活用できる撮影をより多く誘致し、今後作成
を検討しているロケツーリズムやロケ地マップ作成のため
に素材を集めることを目標とします。
　また、専用ホームページの情報を充実させ、更新頻度を
高めることでより目に入りやすくするホームページ作りを続
けていくほか、広報きさらづやSNSを活用した、情報発信の
手段も充実させてまいります。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。
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24 自然体験観光推進事業
経済部
観光振
興課

　自然体験プログラム提供による都会の子どもたちに向けた
教育旅行メニューの創出を目指し、市内の里海・里山で活動
する団体や教育関係機関等と連携しながら検証を行います。

Ａ

　都内教育関係者との連携を構築し、関係者に
向けたモニターツアーを2度実施し、教育旅行誘
致の実現に向けたＰＲ及びアンケート調査を行
いました。

336 322

　平成28年度に実施したアンケートを参考に、より興味をも
たれるようなモニターツアーを再び実施します。なお、対象
としている都内の教育機関の要望に沿った内容で実施で
きるようヒアリングを重ね、検討を続けていきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

25
観光ポータルサイト整備事業
補助金

経済部
観光振
興課

　国内外からの誘客強化や市内回遊観光の活性化等に向
け、木更津市観光協会ホームページを「木更津観光公式
ポータルサイト」として強化するため、リニューアル経費及び
サイト管理経費を補助します。

Ａ

【平成28年度で事業終了】
　観光協会ホームページのリニューアルが完了
し、検査の上、補助金額が確定し、補助金を交
付しました。
　更新頻度を高くし、木更津市で実施する観光
情報を多く発信することにより、観光客誘致に
向けて活用できるよう連携をとってまいります。

2,000 2,000 　

26 観光プロモーション推進事業
経済部
観光振
興課

　国内はもとより国外での知名度の向上や魅力ある都市とし
て、年間を通じて更なる観光集客数向上を目指すため、国内
最大の旅の祭典ツーリズムEXPOジャパンなどのツーリズム
イベントに再度出展し、リサーチや情報拡散を行います。

Ａ
　ツーリズムＥＸＰＯジャパンに出展し、本市のＰ
Ｒ及び観光客の動向調査を行い、次回へ向け
たプロモーション施策の検討を行いました。

1,305 1,297

　9月にツーリズムEXPOに出展し、昨年より多くのアンケー
トを実施することにより、更なる観光振興に向けた情報収
集や、SNSを活用した新たな観光情報の発信を実施しまし
た。
　今後も、木更津の魅力をより多くの方にPRしていきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

27 ＭＩＣＥ開催助成事業
企画部
企画課

　国際会議観光都市である本市での国際会議等ＭＩＣＥ誘致
を促進するため、主催者にとって申請手続きが容易で、木更
津らしさを存分に出した開催助成制度の創設・運用を行いま
す。

B

　当初、平成28年度中の助成制度創設を目指
していましたが、創設に向けて十分な検討が必
要だったことから、専門機関等にヒアリングを実
施するなど、準備作業を行いました。

0 0
　引き続き、専門機関等との継続した協議や他市の状況を
確認しつつ、本市にとってどのようなＭＩＣＥ開催助成制度
が望ましいか十分な検討を行います。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

28 海外メディア等招請事業
経済部
観光振
興課

　若年層をターゲットとした新たな観光客の誘致に結びつけ
るため、台湾の有名ブロガーを招請し、そのブログを通じ本
市の魅力を発信します。
　また、台湾で本市のＰＲを兼ねたブロガーの発表会を開催
します。

Ａ

　【平成28年度で事業終了】
　ブロガー3名を招請し、3泊4日のツアーのなか
でブログによる情報発信を依頼、実施しました。
　また、台湾での観光ＰＲを実施しました。

1,000 2,987

29
金田総合高速バスターミナル
整備事業

都市整
備部都
市政策
課

　高速バスネットワークの拠点として、現在の金田暫定高速
バスターミナルを本格的なバスターミナルとして拡充整備しま
す。

Ａ
　【平成28年度で事業終了】
　完成式典を行い、平成28年6月から供用を開
始しました。

800 794

30 道の駅等交流拠点整備事業
経済部
農林水
産課

　首都圏中央連絡自動車道木更津東インターチェンジと国道
410号バイパスが接続する交通利便性の優れた事業対象地
において、良質で付加価値の高い休憩機能を提供するととも
に、農業振興や観光振興等、地域の活性化に貢献するた
め、新たな交流拠点となる「道の駅」を整備します。

B

　地域の活性化に貢献する新たな交流拠点と
なる「道の駅」の実施設計および土木工事に着
手しました。
　なお、当初、平成28年度中に着手する予定で
あった建設工事については、予定していた国庫
補助金の採択を受けられなかったため、平成29
年度の着手に変更しました。

470,000 28,193

　選定した事業者（グループ）の建築工事が完了し、指定
管理者及び地元の生産者等と管理・運営に向けた準備を
経て、本市初となる道の駅「木更津 うまくたの里」を10月20
日に開業しました。
　今後は、広域交流拠点として、魅力的な施設の運営に取
組みます。

　開業後については、管理
運営に係る経費のみとなる
ことから、基本計画事業か
ら削除する。
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（５）まちの快適・うるおい空間づくり 1,106,412 827,819

31
金田西特定土地区画整理事
業負担金

都市整
備部都
市政策
課

　多様な都市機能の集積と良好な居住環境を有する住宅地
の形成を図るため、県が施行する金田西特定土地区画整理
事業に対し負担金を支出します。

Ａ
　県が行った、金田1号線築造工事、区画道路
築造工事、宅地造成工事及び家屋移転等に対
し負担金を支出しました。

530,868 479,465
　平成31年度の事業完了に向け、引き続き、県が行う都市
計画道路築造、区画道路築造、造成盛土工事、移転補償
等に対して、負担金を支出していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

32
金田地区地域生活基盤施設
整備事業

都市整
備部都
市政策
課

　土地区画整理事業により千葉県の新たな玄関口にふさわ
しい街づくりが行われている金田地区において、公共施設の
整備充実を図り、交通安全の向上、地域生活に必要な防犯
や防災機能を充実させることによって、交流人口の増加や定
住化を促進します。

Ａ 　事後評価業務、環境監視調査を行いました。 9,900 7,484 　引き続き、環境監視調査を行っています。
　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

33
請西千束台特定土地区画整
理事業補助負担金

都市整
備部市
街地整
備課

　請西千束台特定土地区画整理事業による市街地整備を進
めるため、木更津市請西千束台土地区画整理組合へ補助金
の一部を負担金として交付します。本事業により、約23.4haの
優良な住宅地が供給されるとともに、かずさアカデミアパーク
地区と直結する草敷潮見線の整備が促進されます。

Ａ
　組合が実施した都市計画道路築造工事、区
画道路築造工事及び整地工事に対し負担金を
交付しました。

32,525 32,525
　請西千束台特定土地区画整理事業の完了に向け、補助
金事務及び関係各所との調整等を行なっていきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

34
街なか居住マンション建設補
助事業

都市整
備部市
街地整
備課

市街地の環境の整備改善及び、良好な市街地住宅の供給
等に資するため、土地利用の共同化、高度化及び定住促進
に寄与する事業を施行する民間事業者に対し、補助金を交
付します。

A

事業者や関係機関と調整を行い、国庫補助金
の要望を行いました。
街なか居住マンション建設補助事業全体計画
を審査しました。

0 0
　今後は、木更津市街なかマンション建設補助事業交付金
要綱に基づき、マンションを建設する民間事業者に対し、
補助金の交付を行っていきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

35 公園整備事業

都市整
備部市
街地整
備課

　土地区画整理事業により移管を受けた公園用地について、
整備工事を実施し供用開始を図ります。

Ａ
　街区公園整備工事として、金田東2号公園、
金田東5号公園及び金田東1号公園の一部につ
いて、　整備を行いました。

31,600 32,675

　土地区画整理事業により移管を受けた公園用地周辺の
住宅建設が進み、地区住民のレクリエーションや自治会活
動等の場として公園整備の要望が多く寄せられていること
から、今後は公園予定地周辺の住宅張り付き状況、地域
の特性及び地域住民の要望等を勘案し、公園整備を実施
し早期供用開始を図ります。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

36 都市公園安全・安心対策事業

都市整
備部市
街地整
備課

　子どもや高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる
都市公園の整備を推進するため、公園施設長寿命化計画に
基づき、都市公園における総合的な安全・安心対策を計画的
に実施します。

B

　公園施設長寿命化計画策定業務委託、公園
施設更新工事及び太田山公園便所改修工事を
行いました。
　なお、国庫補助金額に合わせて、清見台中央
公園便所改修工事を先送りしました。

55,000 37,259

　公園施設長寿命化計画に基づき公園施設の安全性を確
保するため、公園施設の中でも特に老朽化した遊具を中
心に改築更新を実施するほか、公園内公衆便所及び園路
のバリアフリー化を実施していきます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

37
木更津市住生活基本計画策
定事業

都市整
備部住
宅課

　住生活基本法の基本理念に則り、本市の住宅政策の目標
や施策について定める「木更津市住生活基本計画」を策定し
ます。

Ａ
　計画策定に向けて、市民ニーズ調査、実態調
査等を実施しました。

18,211 17,829
　基礎調査結果に基づき、住生活基本計画の策定を行い
ます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

38
木更津市営住宅長寿命化計
画に基づく改修事業

都市整
備部住
宅課

　老朽化が進行している市営住宅のライフサイクルコストの
縮減等を図るため、市営住宅長寿命化計画に基づき、５団地
（住吉・長須賀・東清・真里谷・江川）について、計画的に施設
の改善を図り、政策空家の用途廃止も含め行います。

Ａ
　長須賀団地一部６棟３４戸の建具改修工事を
行いました。

23,000 22,464
　市営住宅長寿命化計画に従い、計画的な改修・修繕を行
います。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

39 木更津市空き家バンク事業
都市整
備部住
宅課

　木更津市空家バンク制度を創設し、空家等の利活用を図り
ます。

Ａ
　制度創設に向けての課題の整理・検討を行い
ました。

0 0
　空家バンク制度を運用し、より空家等対策を推進するた
め、空家リフォームなどの助成制度の検討を進めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

40 景観形成推進事業

都市整
備部都
市政策
課

　良好な景観形成の推進により、潤いのある生活環境を形成
するとともに、市民及び事業者の地域への愛着や誇りの醸成
を図るため、講演会、写真展、ワークショップ等を開催し、地
域ブランドのイメージ向上と長期的な定住の促進につなげま
す。

Ａ
　景観写真展を実施するとともに、　景観形成
重点地区の指定に向けた準備を行いました。

2,000 1,782
　平成29年度以降も、木更津らしい個性ある景観の保全と
形成を図るための取組を推進します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。
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41 橋りょう長寿命化修繕事業
都市整
備部土
木課

　木更津市の管理する多数の橋梁が高齢化によって損傷が
進んでおり、修繕を必要としています。これらの橋梁の損傷
が大きくなる前に適切な対策を講じることにより、修繕費を抑
えて健全な状態を維持していくことを目的として策定した橋梁
長寿命化計画に基づき、計画的に修繕工事等を実施します。

Ａ
　橋梁の修繕実施設計、定期点検、修繕工事、
負担金の支出を行いました。

80,000 68,816 　「橋梁長寿命化修繕計画」に沿って、補修を進めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

42
中野畑沢線整備事業（桜井工
区）

都市整
備部土
木課

　本路線は、金田地区から中心市街地を通り畑沢地区まで
木更津市を南北に縦断する重要な幹線道路として整備促進
が図られています。本工区については、未整備のため、早急
に整備を進め国道16号に接道することにより、経済の活性化
を図ります。

B

　整備に向けた用地測量、物件調査再算定、文
化財調査仮設道路築造工事、用地取得、墓地
移転補償、物件移転補償を行いました。
　なお、国庫補助金が当初予定より減額された
ことなどから、一部実施内容を変更しました。

98,900 33,596
　平成29年度も用地取得、墳墓移転及び文化財調査に着
手しています。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

43
草敷潮見線整備事業（請西工
区）

都市整
備部土
木課

 本路線は、国道16号及び127号から、かずさアカデミアパー
クまでの主要幹線道路として整備することにより、交通アクセ
スの向上を図り企業誘致を推進するとともに、請西地区の良
好な市街地環境の形成を促進します。

Ａ

【平成28年度で事業終了】
　整備に向けた用地測量、橋梁詳細設計を行
いました。
　今後は、千葉県が道路整備工事を施行しま
す。

13,000 13,770

44
市道１０１－２号線道路改良
事業（中島工区）

都市整
備部土
木課

　木更津金田バスターミナルや商業施設の進出により増加が
見込まれる交通量に適切に対応するため、金田ＩＣの東京方
面への進入路の改良工事を実施します。

B

　改良工事に向けた現況･路線測量、道路詳細
設計を行いました。
　なお、用地取得については、関係機関との交
通協議に不測の時間を要したことから、平成29
年度の実施へ変更いたしました。

13,700 8,208
　平成29年度に用地取得及び本工事を実施し、平成30年
度当初の供用開始を目指します。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

45
江川総合運動場周辺市道整
備事業

都市整
備部土
木課

　江川総合運動場拡張整備事業に伴い、周辺の市道が狭隘
で中野畑沢線から運動場までのアクセスに支障が予想され
ることから、歩行者の安全確保と車両の円滑な通行を図るた
め、周辺市道の整備を行います。

B

　整備に向けた物件調査、不動産鑑定、用地測
量を行いました。
　なお、用地交渉や用地取得については、関係
機関との交通協議に不測の時間を要したことか
ら、平成29年度の実施へ変更しました。

79,500 12,241 　平成29年度より物件補償･用地取得に着手しています。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

46 下郡大稲線整備事業
都市整
備部土
木課

　本路線は、圏央道木更津東インターチェンジと県道馬来田
停車場・富岡線までを整備することにより、周辺地域の利便
性を高めると同時に、沿線地域の生活道路の交通量を緩和
し、通学児童などの歩行者の安全を図ります。

Ａ
整備に向けた現況･路線測量、地質調査、道路
詳細設計を行いました。

18,000 18,252
　平成29年度より、ＪＲ久留里線跨線橋の橋梁予備設計に
着手しています。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

47 道路ストック定期点検事業
都市整
備部土
木課

　道路利用者及び第三者の被害を防止するため、舗装、道
路法面、大型標識、道路照明の点検を実施します。その結
果、異常が認められた場合には、道路ストック修繕事業で対
応します。

Ａ 　道路照明灯86基を点検しました。 3,000 2,808 　計画に基づき、点検を進めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

48 道路ストック修繕事業
都市整
備部土
木課

　道路ストック定期点検事業による点検結果を踏まえ、舗装、
道路法面、大型標識、道路照明の修繕を実施します。

Ａ
　舗装改修工事を実施するとともに、
「木更津市道路舗装維持修繕計画」を策定しま
した。

77,000 25,262 　計画に基づき、補修を進めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

49
市道６４３１号線道路改良事
業

都市整
備部土
木課

　笹子地区の幹線道路である本路線は、道路幅員が狭隘で
一般車両のすれ違いが困難な箇所が多いことから、歩行者
の安全確保と車両の円滑な通行を図るため、拡幅整備を実
施します。

B

　拡張整備に向けた用地測量、物件調査、不動
産鑑定を行いました。
　なお、用地取得については、境界確定の進捗
を踏まえて、平成29年度の実施へ変更しまし
た。

12,000 5,883
　平成29年度より、用地取得・物件補償に着手していま
す。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

6 ＊進捗度：Ａ概ね計画どおりに実施　　B計画を変更　　C事業の中止・休止　



基本計画事業の進行管理結果一覧

＊進捗度 取組状況
当初予算額

（千円）
決算額
（千円）

進行管理結果№ 事業名 所属 事業概要

平成28年度

今後の方向性

50
（仮称）木更津市火葬場整備
運営事業

環境部
火葬場
建設準
備室

　昭和42年に供用開始した本市火葬場は、施設及び設備の
老朽化が懸念されていることに加え、高齢化社会の到来によ
る死亡件数の増加が見込まれるため、木更津市火葬場の更
新事業として施設整備を進めます。

Ａ

　基本構想の策定及びPFI導入可能性調査を実
施するとともに、住民説明会を適宜開催しまし
た。また、基本計画策定、現況測量・境界測量
及び環境影響調査の各業務にも着手し、これら
は翌年度完了予定です。

8,208 7,500

　ＰＦＩ事業として実施していく方針を示したことから、ＰＦＩア
ドバイザリー契約を締結し、ＰＦＩ事業契約に向けた手続き
を進めます。また、引き続き住民説明会を開催し、地元住
民に対し丁寧に説明を行っていくことで、事業に対する地
元の理解を深めることに努めます。

今後の方向性のとおり、事
業の推進を図ること。

（６）構想の実現に向けて 803,740 719,928

51 市民憲章改定事業
企画部
企画課

　昭和62年の制定から30年近くが経過し、少子高齢化の進
行など社会潮流が大きく変化していることから、市民が主体と
なり、市民憲章の改定を行います。

Ａ

　【平成28年度で事業終了】
　市民憲章改定案検討会議での検討を重ねた
上で、平成29年3月22日の議決をもって市民憲
章を改定しました。また改定後は、周知用展示
パネルを作成し、市内小中学校や市の施設に
展示し、周知を図りました。

496 470

52
市民活動支援センター管理運
営

市民部
市民活
動支援
課

　　市民活動を支援するため、市民活動団体の情報収集や
交流の場として、また、コーディネート支援や相談業務を通
じ、市民活動の拠点となる市民活動支援センターを管理運営
します。
　また、平成29年度は指定管理者制度を導入し、民間のノウ
ハウを活用し、市民活動支援センターの有効利用及び利用
率の向上を図ります。
　なお、有識者及び利用者を委員とした、木更津市市民活動
支援センター運営協議会を設置し、幅広く意見を聴取するこ
とによって、更なる利便性の向上を図ります。

Ａ

　市民活動支援センターの管理運営を行いまし
た。また、市民活動団体からの相談受付及び支
援等を行う為、市民活動コーディネート業務委
託を実施いたしました。

18,076 16,872
　今後は管理運営に係る経
費のみとなることから、基本
計画事業から削除する。

53
（仮称）金田地域交流センター
整備事業

市民部
市民活
動支援
課

　地域環境が大きく変貌している金田地区において、地域の
つながりをさらに強化し、本市のめざす市民力・地域力の醸
成を図るため、従来の公民館が担ってきた生涯学習機能を
併せ持つ、（仮称）金田地域交流センターを整備します。

Ａ
　（仮称）金田地域交流センター整備に向けて、
実施設計を行いました。

40,168 38,222
平成29年度から30年度にかけて工事を行い、施設整備を
図ります。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

54
土地開発公社経営健全化計
画に伴う土地購入

総務部
管財課

　第4次土地開発公社経営健全化計画に基づき、計画的に
土地の買い戻しを進め、簿価総額の縮減を行います。第4次
計画終了年度の平成29年度末の債務総額約19億円（見込
み）、簿価総額26億円（見込み）。また、第4次終了後も次期
計画の策定し、引き続き、債務総額及び簿価総額の縮減に
努めます。

Ａ
　計画どおり、公共事業代替地（東中央2丁目）
の買戻しを実施しました。

200,000 199,998

　第4次経営健全化計画に基づき買戻しを進めてきました
が、平成29年度は約3.3億円の買戻しを行いました。
　平成30年度以後は次期経営健全化計画に基づき、引き
続き、債務総額及び簿価総額の縮減に努めます。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

55 庁舎整備事業
総務部
管財課

　平成27年度に仮庁舎への移転が終了したことから、平成28
年度より、耐震性が不足する旧庁舎及び第2庁舎の解体工
事（2ヵ年継続事業）を実施しており、平成29年度中に完了を
予定しています。

Ａ
　旧庁舎の解体工事（2ヵ年継続事業）を開始
し、旧第二庁舎の解体が完了しました。
　また、仮庁舎の賃貸借も継続しています。

286,494 194,812
　旧本庁舎の解体は平成29年9月に完了しました。また、
平成32年以降に新庁舎建設事業の再開を予定していま
す。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

7 ＊進捗度：Ａ概ね計画どおりに実施　　B計画を変更　　C事業の中止・休止　



基本計画事業の進行管理結果一覧
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56
公共施設等総合管理計画策
定事業

総務部
行政改
革推進
室

　長期的な視点をもって、公共施設の更新・統廃合・長寿命
化などを計画的に行うことにより、財政負担の軽減・平準化と
ともに、公共施設等の最適な配置を図るため、公共施設等の
総合管理計画を策定します。

Ａ

　【平成28年度で事業終了】
　施設等の管理の基本方針となる公共施設等
総合管理計画を５月に策定、続いて、その計画
に基づき、個別施設毎の再編の方向性を示す
公共施設再配置計画を2月に策定しました

7,000 7,413

57 庁舎建設基金積立金
総務部
管財課

　新庁舎建設事業の再開に備え、庁舎建設基金の計画的な
積み立てを行います。

Ａ 予定通り基金の積立を行いました。 200,487 200,775 　新庁舎建設までの間、継続して積み立てを行います。
　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。

58
マイナンバー制度導入・運用
事業

総務部
行政改
革推進
室

　マイナンバー制度への対応に必要となるシステム整備等を
実施します。また、マイナンバーカード発行等業務委任に係
る経費等を負担します。

Ａ

　番号制度の導入にあたり、各業務システムの
改修を実施するとともに、システム運用テストを
実施しました。
　また、個人番号カード発行等業務委任及び他
機関システムの使用に係る経費負担を行いま
した。

51,019 61,366
　平成29年7月の情報連携開始に向け、引続きシステム環
境の整備及び事務対応の進行を図ります。

　今後の方向性のとおり、
事業の推進を図ること。な
お、特定財源の確保に努め
ること。

合計 3,512,614 2,181,030

8 ＊進捗度：Ａ概ね計画どおりに実施　　B計画を変更　　C事業の中止・休止　


